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■
障
害
者
政
策
委
員
会

《
第
19
回
（
３
月
27
日
）》

　

議
事
は
次
の
３
点
で
す
。

１
．
障
害
者
差
別
解
消
法
基
本
方
針

の
閣
議
決
定
に
つ
い
て

　

前
回
の
本
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た

案
に
対
し
て
、
平
成
26
年
11
月
か
ら

12
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
国
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
原
案
は
、
平
成
27
年
２

月
24
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

法
文
に
合
理
的
配
慮
と
い
う
今
ま

で
に
な
い
聞
き
な
れ
な
い
文
言
に
委

員
会
で
も
時
間
を
か
け
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　

合
理
的
配
慮
と
は
、
障
が
い
者
が

受
け
る
制
限
は
障
害
だ
け
で
な
く
、

社
会
の
様
々
な
壁
に
よ
っ
て
生
ず
る

と
さ
れ
、「
社
会
モ
デ
ル
」
の
考
え
方

を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
当
会
で
は
私
た
ち
家
族
が

受
け
て
い
る
差
別
に
つ
い
て
言
及
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
法
の
対
象
者

は
障
が
い
者
本
人
と
い
う
こ
と
で
、

残
念
な
が
ら
法
の
対
象
と
は
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
地
域
住
民

等
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
「
障
害
者

差
別
が
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

家
庭
・
家
族
等
に
も
深
い
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
を
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

認
識
す
る
と
と
も
に（
中
略
）広
く
周

知
・
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
い
う
文
言
が
組
み
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。

２
．
障
害
者
基
本
計
画
（
第
３
次
）

実
施
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
実
施
状
況
が
96
ペ

ー
ジ
に
わ
た
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

分
野
別
施
策
の
「
生
活
支
援
」
の
相

談
支
援
態
勢
の
構
築
で
は
、「
情
報

提
供
や
相
談
支
援
等
に
よ
り
家
庭
や

家
族
を
支
援
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て

は
推
進
の
数
値
が
で
て
い
な
い
、
ま

た
、「
保
健
・
医
療
の
充
実
等
」
で
は
、

在
宅
精
神
障
が
い
者
を
支
え
る
多
職

種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
の
実
施
や
地

域
移
行
の
実
施
の
数
値
が
あ
ま
り
に

も
少
な
く
、
こ
の
こ
と
の
問
題
を
指

摘
し
、
今
後
の
検
証
の
進
め
方
と
し

て
精
神
に
特
化
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
を
要
請
し
ま
し

た
。

３
．
障
害
者
権
利
条
約
の
政
府
報
告

書
作
成
に
つ
い
て

知
っ
て
お
き
た
い

精
神
保
健
福
祉
の
動
き
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外
務
省
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
７
月
に
報
告
書
を
提
出
す

る
た
め
に
、
今
回
出
さ
れ
た
「
障
害

者
基
本
計
画
（
第
３
次
）」
の
進
捗

を
早
急
に
整
理
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
政
策
委
員
会
の
開

催
が
か
な
り
増
え
る
こ
と
へ
の
協
力

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

《
第
20
回
（
４
月
17
日
）》

障
害
者
権
利
条
約
第
１
回
政
府
報
告

の
議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

こ
の
報
告
の
留
意
点
は
、
条
約
上

の
権
利
の
実
現
に
影
響
を
及
ぼ
す
法

律
の
最
新
の
分
析
に
基
づ
き
、
進
展

情
報
を
記
載
す
る
と
な
っ
て
い
ま

す
。
関
係
法
と
し
て
は
障
害
者
基
本

法
（
障
害
者
基
本
計
画
）、
障
害
者

総
合
支
援
法
、
障
害
者
差
別
解
消

法
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
、
教
育
基

本
法
、
精
神
保
健
福
祉
法
、
医
療
観

察
法
、
難
病
法
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
担
当
省
庁
も
内
閣
府
、
外

務
省
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
、

国
土
交
通
省
、
法
務
省
な
ど
の
割
振

り
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

４
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
議
論
を
進
め
て
い
こ
う
と
な
り
ま

し
た
。「
」
内
の
項
目
は
障
害
者
権

利
条
約
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

•

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
の

論
点
（
成
年
後
見
制
度
も
含
め
た
意

志
決
定
支
援
な
ど
）

　
「
生
活
支
援
」「
差
別
の
解
消
及
び

権
利
擁
護
推
進
」

•

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
の

論
点
（
精
神
障
害
者
と
重
症
身
体
障

害
者
の
地
域
移
行
の
支
援
な
ど
）

　
「
保
健
・
医
療
」「
生
活
環
境
」

•

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
の

論
点
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
、
雇
用
な
ど
）

　
「
教
育
、
文
化
芸
術
活
動
・
ス
ポ

ー
ツ
等
」「
雇
用
・
就
業
、
経
済
的

自
立
の
支
援
」

•

ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
の

論
点
（
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
テ
ィ
）

　
「
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
テ
ィ
」

　

担
当
室
か
ら
各
ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

紹
介
が
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン

グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
の
指
名
を
受

け
、
精
神
科
医
の
平
川
純
一
氏
と
上

野
秀
樹
氏
と
全
国
脊
髄
損
傷
の
会
の

大
濱
眞
氏
、
家
族
会
の
川
﨑
洋
子
の

４
人
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン

グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
は
、「
議

論
の
整
理（
た
た
き
台
）」を
作
成
し
、

委
員
会
へ
報
告
し
ま
す
。
ワ
ー
キ
ン
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グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
原
則
２
回
の
開

催
で
、
６
月
末
ま
で
に
た
た
き
台
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
・
顧
問
川
﨑
）

■
精
神
・
知
的
障
害
に
係
る
障
害
年

金
の
認
定
の
地
域
差
に
関
す
る
専
門

家
検
討
会

　

４
月
24
日
、
厚
生
労
働
省
内
に
お

い
て
、
第
３
回
障
害
年
金
認
定
の
地

域
差
に
関
す
る
検
討
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
３
回
は
、
関
係
当
事
者

団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
さ

れ
、
当
会
及
び
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
連
合
会
、
日
本
自
閉
症
協
会
、

日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
４

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
会
か
ら

は
、
本
條
（
発
言
者
）、
野
村
事
務

局
長
（
随
行
員
）
が
出
席
し
、
下
記

内
容
の
意
見
表
明
を
し
ま
し
た
。

①
不
支
給
者
の
増
加
こ
そ
問
題

　

今
回
は
地
域
差
に
関
す
る
議
論
と

お
聞
き
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
不

支
給
割
合
の
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と

は
大
事
で
あ
り
、
不
正
受
給
の
よ
う

に
本
来
支
給
さ
れ
な
い
人
へ
支
給
さ

れ
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
本
来
受
給
で
き
る

人
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
方

が
、
も
っ
と
問
題
で
あ
る
。
そ
の
点

を
十
分
配
慮
し
た
上
で
不
支
給
者
を

減
ら
す
よ
う
な
見
直
し
を
期
待
し
て

い
る
。

②
就
労
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
判

断
す
べ
き
で
な
い

　

障
害
認
定
に
あ
た
っ
て
は
日
常
生

活
能
力
を
重
視
す
る
こ
と
。
一
般
就

労
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
日
常

生
活
の
活
動
能
力
は
別
で
あ
る
。「
一

般
就
労
し
て
い
て
も
帰
宅
し
た
ら
ご

飯
も
食
べ
れ
な
い
。
お
風
呂
に
入
れ

な
い
。
家
族
の
支
援
が
あ
っ
て
初
め

て
仕
事
が
で
き
る
人
も
多
い
」
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

③
病
名
で
判
断
せ
ず
生
活
の
し
づ
ら

さ
で
判
断
を

　

精
神
の
障
害
は
実
に
多
種
で
あ
り

多
様
で
あ
る
。
同
じ
病
名
で
あ
っ
て

も
症
状
や
生
活
活
動
能
力
は
す
べ
て

異
な
る
。
生
活
の
困
難
性
で
判
断
を

す
べ
き
で
あ
る
。

④
地
域
差
は
、
障
害
を
ど
う
と
ら
え

る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
起
き
て
い

る
。
手
帳
に
お
け
る
級
判
定
も
含
め

考
察
す
べ
き
で
あ
る

⑤
初
診
日
の
認
定
に
つ
い
て

　

障
害
認
定
に
お
け
る
要
件
は（
１
）

初
診
日
の
確
定
（
２
）
保
険
料
納
付

（
３
）
障
害
状
態
該
当
性
で
あ
る
と

さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
初
診
日
の
証
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明
が
一
番
問
題
と
な
る
。
廃
院
や
カ

ル
テ
の
廃
棄
に
よ
っ
て
初
診
日
が
証

明
で
き
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
障

害
当
事
者
に
は
何
ら
責
任
は
な
い
の

だ
か
ら
、
障
害
の
あ
る
人
が
証
明
で

き
や
す
く
す
る
よ
う
に
、
合
理
的
配

慮
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
格
差
是
正

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

（
文
・
理
事
長
本
條
）

■
交
通
運
賃
割
引
制
度
実
現
を
！

　

～
厚
生
労
働
省
内
記
者
会
見

　

去
る
４
月
27
日
、
厚
生
労
働
省
内

記
者
会
見
室
で
、
交
通
運
賃
に
関
す

る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結

果
（
今
月
号
特
集
参
照
）
に
つ
い
て

記
者
会
見
発
表
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
主
要
新
聞
社
を
前
に
、

本
條
理
事
長
の
挨
拶
と
趣
旨
説
明
の

後
、
堀
場
交
通
運
賃
割
引
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局
長
か
ら
、
集
約

結
果
発
表
、
請
願
行
動
の
表
明
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

記
者
か
ら
は
、「
な
ぜ
、
今
の
時

期
に
訴
え
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
者
の
対
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
」

等
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
堀
場
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
長
か
ら
、「
障
害
者
権

利
条
約
等
の
法
整
備
や
精
神
保
健
福

祉
法
の
見
直
し
の
時
期
に
併
せ
て
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
機
を
逸
す
る
。

　

精
神
障
が
い
者
に
手
帳
が
交
付
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
は
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
に
写
真
の
添
付
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
割
引
制
度
が
適
用
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
平
成
18
年
に
原
則

写
真
添
付
と
な
っ
た
あ
と
も
見
送
ら

れ
て
き
た
。
何
故
な
の
か
も
追
求
し

て
い
き
た
い
」

　

ま
た
、「
割
引
は
、
事
業
者
の
負

担
と
な
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
も

そ
も
利
用
を
控
え
て
い
た
人
た
ち

が
、
新
た
に
交
通
機
関
を
利
用
す
る

ケ
ー
ス
も
多
く
な
り
、
新
た
な
顧
客

獲
得
に
つ
な
が
る
面
も
あ
る
」（
堀

場
）
と
い
う
見
方
等
に
つ
い
て
回
答

し
ま
し
た
。

＊
こ
の
記
者
会
見
の
模
様
は
、
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信
を
し
て

お
り
ま
す
。

（
文
・
事
務
局
長
補
佐
小
幡
）
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
次
の

よ
う
な
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
本
人
・
家
族
の
経
済
的
負
担
や
生

活
実
態
を
把
握
す
る
。

②
調
査
活
動
を
通
し
て
、
全
国
の
家

族
・
家
族
会
が
「
全
国
運
動
」
へ
の

理
解
と
関
心
を
寄
せ
合
う
。

③
調
査
結
果
は
、
交
通
事
業
者
や
行

政
・
議
会
関
係
者
へ
の
説
明
資
料
と

し
て
中
央
・
地
方
で
活
用
す
る
。

　
全
国
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

集
計
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

交
通
運
賃
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら

特
集

　

堀
場
洋
二

精
神
障
が
い
者
に
も
交
通
運
賃
の
割
引
を

す
で
に
多
く
の
み
な
さ
ん
が
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
身
体
・
知
的
障
が
い

者
に
は
、
Ｊ
Ｒ
・
民
鉄
・
航
空
・
旅
客
船
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運
賃

及
び
有
料
道
路
通
行
料
金
が
割
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
精
神
障

が
い
者
に
は
、
今
日
ま
で
、
そ
の
割
引
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
全
国
の
家
族
・
家
族
会
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
精
神
障
が
い
者

へ
の
差
別
的
扱
い
を
一
刻
も
早
く
解
消
し
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
切
実
な

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、当
会（
み
ん
な
ね
っ
と
）は
、

２
０
１
４
年
度
総
会
で﹁
他
障
害
同
等
の
交
通
運
賃
割
引
の
適
用
を
求

め
る
全
国
運
動
﹂
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
め
、そ
の
第
１
弾
と
し
て﹁
交

通
運
賃
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
﹂を
本
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
特
集
は
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会（
み
ん
な
ね
っ
と
）Ｊ
Ｒ
な
ど
交

通
運
賃
割
引
全
国
運
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局
長
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平均年齢 45.7 歳

男性 63％

女性 37％

■問１
あなたの年齢及び性別を
教えてください。

はい 74％

いいえ 26％

■問２
現在、あなたは家族と
同居されていますか。

はい 3,797人
（80％）

いいえ 948人
（20％）

■問４
あなたは障害年金を
受給していますか。

年金種別 1 級 2 級 3 級

基礎年金 432 人 2,397 人

特別支給 61 人

厚生年金 42 人 420 人 238 人

共済年金 10 人 56 人 17 人

その他 48 人

■問５
「はい」と答えた方にお聞きします。
あなたの障害年金は次のどれですか。

一か月の平均収入額

60,287 円

■問６
あなたご自身の１か月の
収入額はいくらですか。

▼
調
査
期
間
：
平
成
26
年
11
月
１

　

日
～
平
成
27
年
２
月
末
日

▼
調
査
対
象
：
47
都
道
府
県
の
当

　

事
者
本
人

▼
依
頼
人
数
：
家
族
会
会
員
の
一

　

割
程
度
を
目
途
に
調
査
を
依
頼

▼
回
答
者
数
：
４
８
１
８
人（
本
人
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
結
果

■問３
「はい」と答えた方にお聞きします。
どなたと一緒に暮らしていますか。

その他 ４％

父親

母親

配偶者
４％

子供
３％

兄弟姉妹
12％
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持っていてもメリットがない 126 人

精神障害者といわれたくない 141 人

申請したが認定されなかった 46 人

その他 269 人

■問８
「持っていない」と答えた方にお聞きし
ます。持っていない理由は何ですか。ＪＲ 2,224 人

私鉄 1,312 人

地下鉄 286 人

バス 3,597 人

高速道路 632 人

その他 180 人

■問９
あなたがお住まいの周辺
３㎞にはどんな公共交通
機関がありますか。

市町村営の交通機関 1,337 人
私鉄の路線バス 1,759 人
その他 647 人

■問 10
あなたがお住まいの地域で精神障害
者保健福祉手帳所持者に運賃割引を
行っている交通機関がありますか。

■問11
あなたの現在の治療形
態はどちらですか。

入院中
７％

通院中

代理
受診
２％

その他 ２％

■問７
あなたの精神障害者保健福祉
手帳の等級を教えて下さい。

１級
11％

２級

３級
12％

その他
12％
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１ 医療機関のデイケア・ナイトケアに通所。 14%

２ 地域活動支援センターや就労支援施設などに通所（地域活動支援事業Ⅰ型、Ⅱ型、
Ⅲ型、就労継続支援事業Ａ型、就労継続支援事業Ｂ型、就労移行支援事業など） 55%

３ 生活訓練施設に入所 3%
４ 一般企業へ就労。（自営業、アルバイト含む） 6%
５ グループホーム利用 65%
６ 訪問型サービス利用（ホームヘルプサービス又は訪問看護など） 11%
７ どの福祉サービスも利用していない 15%
８ その他 5%

■問12
あなたの現在の福祉サービスなどの利用及び就労状況について（複数回答可）

■問 13
通院や通所などに利用している交通手段を教えて下さい。

（複数回答可）
ＪＲ

私鉄電車
11％

私鉄バス

公営電車
２％公営バス

８％

本人又は家族が
運転する自動車

その他

■問 14
通院や通所で１か月に利用する交通機
関の使用頻度について教えて下さい。

その他
６％

10 回以下
11 回～ 20 回

18％

21 回以上
13％
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■問 18
日本国憲法、国連障害者権利条約、障害者基
本法、障害者差別解消法、障害者総合支援法
は差別のない平等な社会を謳っています。
身体・知的障害者に適用されている「ＪＲ
など交通運賃割引制度」から精神障害者を
適用除外していることをどう思いますか。

おかしいと思う

わからない

おかしく
ないと思う

■問 19
精神障害者にも、交通運賃
割引を平等に実施して欲し
いと思いますか。

実施しな
くてよい

わからない

実施して
　欲しい

■問 17
身体障害者や知的障害者には
ＪＲなどの交通運賃割引制度
があることをご存知ですか。

■問 15　毎月支払う交通費の負担額はどれぐらいですか。

1,000 円以下

1,001 円～ 3,000 円
3,001 円～ 5,000 円

5,001 円～ 7,000 円８％

7,001 円～ 10,000 円 ８％

10,001 円～ 15,000 円 ５％

15,001 円以上４％
その他

■問 16
日常生活する中での交通費の
負担額についてお伺いします。

大きな負担に
なっている

その他

あまり負担に
なっていない

負担になっ
ている 45％

32％

15％

８％

知らない

知っている

15％
3％2％

7％
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■問 20
実施して欲しい人に聞きます。その理由は何ですか。（複数回答可）

通院やデイケア、地域活動支援セン
ター利用及び福祉的就労など日常生
活に係る交通費の負担が軽くなる。

映画や買い物、ハイキングなど日
常生活に興味を抱く事もできる。

控えていた人間らしい楽しみや趣
味など社会参加の希望が広がる。家族に対する経済的な負い

目がいくらかは和らぐ。

仲間や家族とせめて１年
に一度くらいは遠くへ旅
行もしたい。

その他
交通運賃割引など福祉制度の対
象から精神障害者を除外するよ
うな差別はなくしてほしい。

本人たちの切実な声
　「その他」項目に記載された「本人の声」を抜粋して紹介します。
・交通費考え外出控えている。 
・交通費がかかるので退所した
・負担大になると出かける意欲がなくなる。
・交通費が出せないので自転車で行けるところしか行かない。 
・どこへも行かない。 
・交通費が高いので遠出はしないようにしている。 
・施設で働いた賃金の三分の一が交通費にかかる。 
・やむを得ず外出回数を減らしている。 
・色んなところへ行きたいし色んな物を見てみたい。 
・交通費を気にして外出しない 
・社会勉強もしたい楽しみがないと希望がなくなる。 
・作業所に通うのに交通費がかかって困っている。 
・社会参加したい。同じ人間だから。
・精神科を含めて他科の通院もあり負担が重い。
　等でした。

1％
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調
査
結
果
の
着
目
点

▼
精
神
障
が
い
者
の
１
か
月
の
平
均

収
入
は
、
６
万
２
８
７
円
で
し
た
。

　

主
な
収
入
源
は
障
害
年
金
や
作
業

所
の
工
賃
で
あ
り
、
一
般
就
労
は
僅

か
５
・
７
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
初
診
日
証
明
や
保
険
料
納

付
要
件
等
で
約
20
％
の
方
々
が
無
年

金
者
で
し
た
。

▼
精
神
障
が
い
者
は
、
収
入
の
乏
し

さ
故
に
、
交
通
機
関
の
利
用
を
手
控

え
て
い
ま
す
。（
問
15
）（
問
16
）

　

割
引
制
度
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
精

神
障
が
い
者
も
交
通
機
関
を
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
本
人
の
平
均
年
齢
は
45
・
７
歳
で

72
・
９
％
が
家
族
と
同
居
し
て
い
ま

す
。

▼
本
人
年
齢
か
ら
親
の
平
均
年
齢
は

70
歳
以
上
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
家
族
が
年
金
生
活
者
で
す
。

　

肉
体
的
に
も
、
経
済
的
に
も
家
族

だ
け
で
支
え
る
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
も
他
障
害
者
と

同
等
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い

　

身
体
や
知
的
障
が
い
者
に
お
い
て

は
、
各
手
帳
の
割
引
が
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
欄
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
の
場
合
、
第
一
種
障
害
も
し

く
は
12
歳
未
満
の
第
２
種
障
害
者
に

介
助
者
が
同
行
す
る
場
合
は
、
本
人

と
介
助
者
１
名
が
各
々
５
割
引
（
半

額
）
と
な
り
ま
す
。
な
ぜ
、
精
神
障

が
い
者
に
は
こ
の
制
度
が
適
用
に
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

精
神
障
が
い
者
を
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
は
、
日
本
国
憲
法
や
国
連
障
害
者

権
利
条
約
（
２
０
１
４
年
に
批
准
）

の
趣
旨
に
反
し
て
い
ま
す
。

　

権
利
条
約
の
条
文
に
は
、
個
人
の

移
動
を
容
易
に
す
る
こ
と
と
し
て

「
障
害
者
自
身
が
自
ら
選
択
す
る
方

法
で
、
自
ら
選
択
す
る
と
き
に
、
か

つ
、
負
担
し
や
す
い
費
用
で
移
動
す

る
こ
と
を
容
易
に
す
る
こ
と
」
な
ど

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
基
本
法
に
も
、
差

別
を
禁
止
す
る
条
項
が
あ
り
、
さ
ら

に
、
２
０
１
３
年
に
制
定
さ
れ
た
障

害
者
差
別
解
消
法
に
は
、「
国
及
び

地
方
自
治
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨

に
の
っ
と
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
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差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
し
て
必
要

な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
精
神
障
が
い
者

だ
け
を
適
用
除
外
に
す
る
こ
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
内
法
の
理
念
や
趣

旨
に
反
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す

（
２
０
１
５
年
新
年
号
の
特
集
参
照
）。

１
０
０
万
人
請
願
署
名 

全
国
運
動
で
格
差
是
正
を
！

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
み
ん

な
ね
っ
と
で
は
、
全
国
的
な
署
名
運

動
を
と
り
く
み
ま
す
。

①
す
で
に
47
都
道
府
県
連
に
署
名
用

紙
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
福
祉
・
労
働
・
教
育
等
の

分
野
や
障
害
者
団
体
等
を
訪
問
し
、

署
名
運
動
へ
の
協
力
を
要
請
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

②
国
会
議
員
や
交
通
運
輸
会
社
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
26
日
の
全
国
精
神
保
健
福
祉

会
連
合
会
（
み
ん
な
ね
っ
と
）
総
会

の
翌
日
に
は
「
中
央
行
動
」
を
計
画

し
て
全
国
運
動
に
弾
み
を
つ
け
て
い

く
予
定
で
す
。

③
都
道
府
県
連
総
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
、
各
単
位
家
族
会
の
末
端
ま

で
、
交
通
運
賃
割
引
全
国
運
動
を
重

要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
頂
き

ま
す
よ
う
要
請
い
た
し
ま
す
。

運
動
は
裏
切
ら
な
い

　

一
昨
年
の
「
み
ん
な
ね
っ
と
大
阪

大
会
」
で
講
演
し
た
藤
井
克
徳
氏
は

「
運
動
は
裏
切
ら
な
い
！
」
―
こ
の

言
葉
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

何
も
し
な
け
れ
ば
現
状
は
変
わ
ら

な
い
こ
と
を
、
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
で
も
、
皆
で
結
束
し
て
行
動
す

れ
ば
必
ず
何
か
が
見
え
て
く
る
こ
と

を
学
び
あ
い
ま
し
た
。

　

全
国
運
動
で
交
通
運
賃
割
引
が
実

現
す
れ
ば
、

☆
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
確
信

を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

☆
「
元
気
な
家
族
・
活
力
あ
る
家
族

会
活
動
」に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

☆
他
障
が
い
同
等
の
医
療
費
助
成
な

ど
格
差
是
正
の
運
動
に
勢
い
が
つ
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
初
め
て
の
全
国
規
模
的
規
模
の
運

動
は
家
族
会
運
動
に
も
質
的
変
化
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
（
ほ
り
ば
よ
う
じ
）
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て
ふ
っ
と
涙
ぐ
ん
だ
と
き
に
は
、「
つ

ら
そ
う
で
す
ね
。
今
、
ど
ん
な
考
え

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
か
」
と
聞
く

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
問
い
か
け
に
は
二
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
つ
ら

そ
う
で
す
ね
」
と
、
気
持
ち
に
寄
り

添
う
言
葉
を
か
け
て
い
る
点
で
す
。

決
し
て
、
最
初
か
ら
考
え
方
を
話
題

に
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

◆
「
感
情
は
認
知
に
到
る

　

王
道
で
あ
る
」

　
「
感
情
は
認
知
に
到
る
王
道
で
あ

る
」
と
言
っ
た
の
は
、
認
知
行
動
療

法
の
創
始
者
の
ア
ー
ロ
ン
・
ベ
ッ
ク

先
生
で
す
。
認
知
＝
考
え
に
目
を
向

け
る
前
に
感
情
に
気
づ
く
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

　

悩
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
極
端
な

考
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
の
は

気
持
ち
が
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
で

す
。

　

認
知
行
動
療
法
の
勉
強
会
で
ベ
ッ

ク
先
生
は
、
患
者
さ
ん
が
話
し
て
い

誰
で
も
わ
か
る
認
知
行
動
療
法

一
般
社
団
法
人
認
知
行
動
療
法
研
修
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長

大
野　

裕

連載③
感
情
は
こ
こ
ろ
の
ア
ラ
ー
ム
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ず
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ

の
と
き
に
考
え
て
い
る
こ
と
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
方
に
目
を
向
け

る
の
が
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、

そ
れ
は
感
情
に
気
づ
い
た
後
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、認
知
行
動
療
法
は
、

最
初
か
ら
認
知
に
目
を
向
け
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
認
知
行
動
療
法

と
い
う
と
認
知
、
つ
ま
り
考
え
方
に

ば
か
り
目
が
向
け
ら
れ
ま
す
。
良
く

な
い
考
え
方
を
変
え
な
い
と
い
け
な

い
と
か
、
考
え
方
の
ク
セ
を
変
え
る

の
が
認
知
行
動
療
法
だ
と
か
言
わ
れ

る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
考
え
方
が
悪
い
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
と
、「
こ
ん
な
考
え
方
を

す
る
自
分
が
悪
い
ん
だ
」と
考
え
て
、

い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
と
伝
え
る
と
い
う
ア
ラ
ー
ム

（
警
報
器
）
と
し
て
の
役
目
が
あ
り

ま
す
。

　

親
し
い
人
と
け
ん
か
を
し
て
し

ま
っ
た
と
き
落
ち
込
む
の
は
、
そ
の

人
と
の
関
係
が
良
く
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
た
ら
ど
う
か
と
、
私

た
ち
の
こ
こ
ろ
が
伝
え
て
い
る
の
で

す
。

　

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
し

た
と
き
に
不
安
に
な
る
の
は
、
う
ま

く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
慎

重
に
準
備
し
た
方
が
良
い
と
こ
こ
ろ

が
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
か
ら
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
た
と
き

腹
が
立
つ
の
は
、
も
っ
と
ひ
ど
い
こ

と
を
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
注

ま
す
ま
す
つ
ら
く
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
感
じ
た

り
考
え
た
り
す
る
の
に
は
、
わ
け
が

あ
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
悪
い

と
責
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
つ
ら
く
な

る
だ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
と
き
に
必
要
な
の
は
、

そ
の
よ
う
に
感
じ
た
り
考
え
た
り
し

た
状
態
か
ら
抜
け
出
す
手
立
て
を
さ

ぐ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
手
助
け
す

る
の
が
認
知
行
動
療
法
で
す
。

◆
気
持
ち（
感
情
）は

　

ア
ラ
ー
ム
で
す

　

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
出
来
事
に
出
会
っ
て
、
落

ち
込
ん
だ
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
、

腹
を
立
て
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
感
情
に
は
、
自
分
に
何
か
良
く
な
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意
し
て
身
構
え
よ
う
と
伝
え
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　

も
し
私
た
ち
が
、
そ
う
し
た
感
情

の
ア
ラ
ー
ム
を
無
視
す
れ
ば
、
火
災

報
知
器
が
鳴
っ
て
い
る
の
を
無
視
す

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
問
題
の
火
の

勢
い
が
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
す
。

何
も
考
え
な
い
で
前
向
き
で
い
て

は
、
か
え
っ
て
問
題
が
大
き
く
な
る

だ
け
で
す
。

　
「
そ
ん
な
に
悩
む
の
は
よ
そ
う
」、

「
と
に
か
く
前
向
き
に
考
え
よ
う
」

と
考
え
て
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
の

こ
こ
ろ
の
ア
ラ
ー
ム
を
無
視
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
ら

　

立
ち
止
ま
り
ま
し
ょ
う

　

ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、

表：アラームの具体例

～「いつもと違う！」がポイントです～

＊気分の変化：落ち込み、不安、イライラ感など

＊行動の変化

　　　　生活：趣味、人付き合い、など

　　　　職場：集中力、作業量、など

＊身体面の変化：睡眠、食欲、体調不良など
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表
に
し
て
み
ま
し
た
の
で
、
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン

ト
は
、「
い
つ
も
と
は
違
う
」
と
い

う
点
で
す
。
い
つ
も
と
は
違
う
気
分

の
変
化
が
あ
る
と
き
、
日
常
生
活
や

職
場
で
い
つ
も
と
は
違
う
行
動
の
変

化
が
起
き
た
と
き
、
い
つ
も
と
は
違

う
体
の
変
調
を
感
じ
た
と
き
、
こ
う

し
た
と
き
に
は
こ
こ
ろ
が
ア
ラ
ー
ム

を
出
し
た
と
考
え
て
立
ち
止
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
「
ま
だ
頑
張
れ
る
」
と
自
分
を
励

ま
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

無
理
に
励
ま
し
て
し
ま
う
と
、
問
題

か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

現
実
に
目
を
向
け
て
、
問
題
が
な

け
れ
ば
そ
れ
で
良
い
で
し
ょ
う
。
も

し
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
手
遅
れ

立
ち
止
ま
っ
て
、
こ
こ
ろ
が
ど
の
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
る
の

か
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

親
し
い
人
と
ケ
ン
カ
し
て
う
ま
く

い
か
な
く
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
人
と
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
仲
直

り
で
き
る
か
、
自
分
の
気
持
ち
を
わ

か
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
。
自
分
一
人
で
対
処
で
き
る
の

か
、
そ
れ
と
も
他
の
人
に
も
助
け
を

求
め
た
方
が
良
い
の
か
、
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
気
持
ち
の
動
き

は
、
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え

て
問
題
に
対
処
し
て
い
く
最
初
の
手

が
か
り
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ

の
手
が
か
り
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
手
が
か
り
の
具
体
的
な
例
を

に
な
る
前
に
、
早
め
に
対
処
す
る
に

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
ま
わ
り
の
人
も
頑
張
れ
と
励

ま
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
う
つ
や
不
安
が
強
い

と
き
に
は
苦
し
く
て
、
現
実
を
振
り

返
っ
た
り
対
処
法
を
考
え
た
り
し
よ

う
と
い
う
気
力
が
な
く
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
と
き

に
無
理
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
が
少
し
楽
に
な
っ

て
ち
ょ
っ
と
一
息
つ
け
た
よ
う
な
と

き
に
、
自
分
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
に

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
を
考
え

て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

（
お
お
の　

ゆ
た
か
）
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心
の
重
圧
か
ら
か
、
精
神
的
な
不
安

を
言
い
出
し
学
校
を
休
み
が
ち
と
な

り
ま
し
た
。
何
で
も
な
い
教
室
内
で

の
娘
の
発
言
に
よ
る
周
り
か
ら
の
失

笑
が
屈
辱
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

教
室
に
入
れ
ず
友
達
か
ら
の
ノ
ー
ト

を
借
り
保
健
室
で
の
勉
学
で
卒
業
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
大
学
、教
授
、友
達
、家

族
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

娘
の
異
変
に
気
づ
く

　

神
戸
へ
転
居
し
私
が
娘
の
異
変
に

気
づ
い
た
の
は
、大
学
卒
業
後
、就
職

先
で
の
慰
安
旅
行
で
人
間
関
係
が
思

う
よ
う
に
な
ら
ず
退
職
し
、
再
就
職

し
た
会
社
で
倒
れ
た
頃
か
ら
で
す
。

　

自
宅
前
を
通
学
す
る
小
学
生
に
向

か
っ
て
自
分
の
悪
口
を
言
わ
れ
て
い

私
と

家
族
の

手
記

兵庫県　わくさん

会
社
人
間
だ
っ
た
私

　

私
は
長
女
・
長
男
・
次
男
の
子
供

と
妻
と
の
５
人
家
族
の
父
親
で
す
。

大
学
卒
業
後
営
業
職
の
戦
士
と
し

て
、
た
だ
業
績
追
求
と
出
世
街
道
を

上
り
詰
め
た
会
社
人
間
で
す
。
昼
夜

を
問
わ
ず
働
き
家
庭
を
顧
み
な
い
、

し
か
も
、全
国
を
10
回
以
上
の
転
勤
、

家
庭
の
こ
と
は
妻
に
押
し
付
け
た
傲

慢
な
父
親
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
各
土
地
で
の
軋あ

つ
れ
き轢

に
も
め
げ
ず
大
学
を
卒
業
し
就
職
し

ま
し
た
。

　

長
女
は
、
弟
た
ち
の
た
め
母
を
助

け
優
し
く
責
任
感
の
あ
る
娘
で
す
。

　

娘
が
大
学
入
学
当
時
、
家
を
離
れ

独
立
し
た
生
活
を
始
め
た
頃
か
ら
今

ま
で
の
転
勤
先
で
の
い
じ
め
？
等
の

統合失調症の娘と
妻に感謝する
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た
。
家
庭
を
顧
み
ず
、
た
だ
仕
事
・

仕
事
・
仕
事
と
父
親
と
し
て
の
大
切

な
役
目
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
の

は
事
実
で
す
。

私
は
何
を
す
べ
き
か

　

私
は
妻
と
娘
を
守
る
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
？　

反
省
の
も
と
、
考
え

た
結
果
は
、
ま
ず
、
収
入
の
安
定
を

確
保
す
る
に
は
会
社
に
振
り
回
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
会
社
を
動
か
す
経

営
の
基
本
で
あ
る
中
小
企
業
診
断

士
、
Ｆ
Ｐ
＊
の
資
格
取
得
に
挑
戦
し
、

50
代
で
の
土
日
通
学
を
始
め
ま
し

た
。

　

転
勤
拒
否
に
よ
り
リ
ー
ス
会
社
、
損

保
代
理
店
へ
の
出
向
に
な
り
ま
し
た

が
、損
保
特
級
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

る
と
ど
ん
底
に
落
ち
る
連
続
で
す
。

現
在
も
音
楽
を
聴
き
ピ
ア
ノ
演
奏
す

る
こ
と
で
、
回
復
へ
向
け
て
自
ら
の

力
で
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

妻
が
突
然
倒
れ
る

　

そ
の
う
ち
妻
は
、
精
神
的
な
疲
労

の
積
み
重
ね
に
よ
り
突
然
倒
れ
緊
急

入
院
と
な
り
ま
し
た
。
原
因
不
明
と

い
う
検
査
結
果
で
、
途
方
に
く
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

長
男
、
次
男
は
家
を
出
て
お
り
、

私
は
仕
事
を
休
め
ず
、
頼
れ
る
の
は

障
害
を
抱
え
た
娘
の
み
で
す
。

　

娘
は
毎
日
病
院
に
通
い
妻
へ
の
つ

き
き
り
の
世
話
と
洗
濯
、
さ
ら
に
私

と
の
夕
食
の
準
備
と
大
忙
し
で
す
。

実
に
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

妻
の
病
気
は
パ
ニ
ッ
ク
障
害
で
し

る
と
思
い
、
わ
め
く
毎
日
と
部
屋
中

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
引
き
抜
き
盗
聴
さ

れ
て
い
る
と
信
じ
て
家
族
を
困
ら
せ

る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

　

思
い
余
っ
て
神
戸
市
障
害
福
祉
課

を
訪
問
し
て
保
健
所
と
精
神
科
医
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
名
は
統
合
失
調
症
で
す
。幻
聴
、

幻
覚
の
大
き
な
波
が
あ
る
も
の
の
、

精
神
科
医
の
適
切
な
投
薬
と
根
気
あ

る
聞
き
役
と
し
て
の
妻
の
努
力
の
積

み
重
ね
に
よ
り
、
回
復
へ
の
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、保
健
所
の
紹
介
に
て
作
業

所
に
初
め
の
１
年
間
は
妻
に
よ
る
送

迎
に
て
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
娘
は
幼
稚
園
時
代
か
ら

習
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
教
室
に
再
度
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
油
断
す

＊
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
：

顧
客
の
資
産
な
ど
を
基
に
、
将
来
の
人
生

設
計
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
人



みんなねっと 2015 年６月号　 20 

自
立
へ
向
け
た
役
割
分
担

　

ま
た
、
住
居
は
妻
と
娘
の
生
活
費

確
保
の
た
め
自
宅
兼
賃
貸
ビ
ル
を
建

築
い
た
し
ま
し
た
。
銀
行
の
借
入
、

返
済
は
家
賃
収
入
を
見
込
ん
だ
無
理

の
な
い
資
金
計
画
に
よ
る
も
の
で
、

駅
に
近
い
１
等
地
で
す
。　

　

親
亡
き
後
、
娘
の
生
活
は
家
賃
収

入
を
見
込
ん
だ
も
の
の
、
娘
が
親
を

い
つ
ま
で
も
頼
ら
ず
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
習
慣
を
維
持
す
る
た
め
、

妻
、
娘
、
私
と
の
役
割
分
担
を
決
め

ま
し
た
。

　

食
事
づ
く
り
と
後
片
付
け
は
妻
と

娘
の
共
同
作
業
、部
屋
の
掃
除
は
娘
、

風
呂
洗
い
と
朝
の
洗
濯
は
、
仕
事
に

出
か
け
る
前
の
私
、
洗
濯
の
片
づ
け

と
ア
イ
ロ
ン
は
娘
で
す
。
習
慣
化
す

る
こ
と
で
そ
れ
ほ
ど
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
娘
の
障
害
年
金
が
い
つ
ま

で
も
支
給
さ
れ
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
民
間
生
保
会
社
の

個
人
年
金
加
入
に
よ
る
積
立
と
統
合

失
調
症
で
も
加
入
で
き
、
入
院
・
通

院
費
が
出
る
緩
和
型
医
療
保
険
に
加

入
し
ま
し
た
。
何
が
あ
っ
て
も
安
心

で
き
る
生
活
保
障
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

安
心
の
生
活
と
信
頼
の
絆

　

統
合
失
調
症
の
子
ど
も
が
回
復
す

る
に
は
ま
ず
、
親
が
病
気
へ
の
理
解

と
不
安
が
な
い
安
心
し
た
生
活
環
境

と
信
頼
の
絆
を
築
く
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
話
し
合

い
、
障
害
が
あ
っ
て
も
か
わ
い
そ
う

だ
と
言
っ
て
何
で
も
手
を
差
し
伸
べ

る
と
甘
え
と
親
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

私
の
家
庭
に
は
笑
い
が
あ
り
ま

す
。
声
高
ら
か
に
笑
う
娘
の
姿
は
す

ば
ら
し
く
、
妻
の
娘
へ
の
心
の
配
り

が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
72
歳
に
な
り
ま
す
が
、
私
を

必
要
と
し
て
い
る
社
長
か
ら
顧
問
と

し
て
声
が
か
か
り
毎
日
、
健
康
の
た

め
に
も
通
勤
を
し
て
い
ま
す
。
私
の

仕
事
は
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
若
い

人
へ
の
聞
き
役
で
あ
り
経
験
か
ら
の

助
言
で
す
。
業
績
は
不
思
議
と
伸
び
て

い
ま
す
。
ほ
め
る
こ
と
、認
め
る
こ
と
、

目
標
を
明
確
に
し
て
具
体
的
に
今
何

を
す
べ
き
か
？
を
理
解
し
一
歩
一
歩

や
る
べ
き
こ
と
を
達
成
し
自
信
を
つ

け
る
こ
と
で
す
。
こ
の
手
法
は
家
族
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会
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
多
忙
な
中
で
も
娘
の
将

来
の
た
め
に
精
神
福
祉
へ
寄
与
し
て

い
ま
す
。
名
誉
、
地
位
よ
り
も
今
何

を
す
べ
き
か
を
絶
え
ず
考
え
て
行
動

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
自
分

が
努
力
し
て
い
て
も
周
り
の
理
解
が

な
く
て
は
ふ
っ
と
振
り
返
る
と
誰
も

つ
い
て
き
て
い
な
い
も
の
で
す
。

　

後
継
者
を
育
て
る
べ
き
で
す
。
衰

退
す
る
家
族
会
、
活
性
化
す
る
家
族

会
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
家
族
会
づ
く
り

　

私
の
所
属
す
る
木
の
芽
家
族
会
は

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
会
長
、仲
間
同
士

の
結
束
、夫
婦
で
の
参
加
、家
族
か
ら

臨
床
心
理
士
・
Ｐ
Ｓ
Ｗ
資
格
取
得
、兵

庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会
へ
の

②
７
家
族
会
の「
神
戸
市
精
神
保
健
福

祉
家
族
会
協
議
会
」で
１
９
９
名
か

ら
集
め
た
精
神
病
院
入
院
実
態
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
を
も
と
に
行
政
、「
議
員
精

神
福
祉
研
究
会
世
話
人
会
」と
意
見
交

換
・「
重
度
障
害
者
医
療
助
成
を
精
神

科
入
院
ま
で
含
め
２
級
ま
で
」を
請
願

③「
ひ
ょ
う
ご
障
害
者
福
祉
協
同
組
合
」

（
50
名
以
上
300
名
以
下
の
企
業
に
よ
る

障
害
者
雇
用
率
の
達
成
へ
の
組
合
）へ

神
戸
地
区
の
会
員
募
集
と
組
織
化

④
早
期
に
神
戸
地
区
別
「
精
神
科
訪

問
看
護
・
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

設
立
と
組
織
化
「
兵
庫
県
精
神
科
病

院
協
会
」「
兵
庫
県
精
神
科
診
療
所
協

会
」
と
各
地
区
別
家
族
会
と
の
連
携

　

以
上
元
気
で
明
る
く
就
労
Ｂ
型
へ

通
う
娘
へ
の
感
謝
と
環
境
づ
く
り
に

１
日
１
日
が
人
生
で
す
。

電
話
相
談
８
名
、行
政
・
市
会
議
員
と

の
対
話
と
請
願
、
役
割
分
担
、
増
え

続
け
る
家
族
会
会
員
、
笑
い
の
あ
る

家
族
会
等
、発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

定
例
家
族
会
に
は
社
会
保
険
事
務

所
で
直
接
障
害
年
金
の
相
談
担
当
の

社
会
保
険
労
務
士
、
親
亡
き
後
の
信

託
を
取
り
扱
う
司
法
書
士
、
精
神
科

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
、

市
会
議
員
、行
政
か
ら
の
出
前
講
座
、

車
の
両
輪
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
木

の
芽
福
祉
会
職
員
、Ｓ
Ｓ
Ｔ
指
導
員
、

弁
護
士
等
の
参
加
で
新
情
報
を
習
得

で
き
る
魅
力
あ
る
家
族
会
で
す
。

　

今
、
私
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、

①
選
挙
が
終
わ
り
神
戸
市
市
会
議
員

に
よ
る「
議
員
精
神
福
祉
研
究
会
」（
議

員
主
導
で
精
神
障
害
を
理
解
す
る
会
）

の
再
構
築（
今
ま
で
53
名
加
入
）
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離
れ
、
自
信
を
持
ち
た
い
な
、
と
話

し
て
い
ま
す
。

〈
お
年
寄
り
の
繰
り
返
し
〉

　

私
は
近
く
の
老
人
ホ
ー
ム
で
も
診

察
し
て
い
ま
す
が
、
80
歳
の
お
ば
あ

さ
ん
の
Ｋ
さ
ん
は
毎
回
「
調
子
は
い

い
よ
。
ど
こ
も
悪
い
所
は
な
い
」
と

言
わ
れ
、「
早
く
死
に
た
い
。
こ
こ

に
居
て
も
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
続

き
ま
す
。「
死
ね
る
薬
を
く
れ
」
と

し
つ
こ
く
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
、
精

精
神
科
医
に
気
の
利
い
た
説
得
法
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
時
〝
死
ん
だ
方
が
ま
し
〟

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
ん
で
す
か
？

　
「
お
父
さ
ん
が
大
嫌
い
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
独
立
し
た
い
け
ど
、
で
き
な

い
か
ら
」

　

お
父
さ
ん
嫌
い
の
理
由
を
掘
り
下

げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？　

父
親
の

家
か
ら
出
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
？　

今
は
、
短
時
間
で
も

仕
事
を
し
て
お
金
を
得
て
、
家
か
ら

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
97
回

　
　

〈
お
父
さ
ん
が
嫌
い
〉

　
「
も
う
死
ん
じ
ゃ
お
う
か
な
？
っ

て
、思
っ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
」

と
〝
明
る
く
〟
話
す
の
は
ア
ラ
サ
ー

（
30
歳
前
後
）
世
代
で
ニ
ー
ト
（
仕

事
や
学
校
に
行
っ
て
な
く
て
、
就
職

の
た
め
の
活
動
も
し
て
い
な
い
人
）

の
Ｊ
さ
ん
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
言
葉
で

言
っ
た
方
が
雰
囲
気
が
合
う
女
性
で

す
。
受
診
の
た
び
に
〝
死
に
た
い
〟

と
か
と
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
が
、

増本クリニック院長

・・・
つ
ら
い
気
持
ち
に
は
︑つ
ら
い

原
因
が
あ
る
も
の
な
の
で
す
・・・
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は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
と
、
私
は
言
い

ま
し
た
が
、
２
週
間
に
１
回
受
診
す

る
彼
の
諦
め
た
よ
う
な
、
悟
っ
た
よ

う
な
表
情
の
成
り
立
ち
を
探
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
半
年
後
に
特

に
前
触
れ
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
彼
が
人
生
で
何
を
見
た
の

か
は
ま
だ
聞
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
私
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
な
気
持

ち
で
し
た
。
そ
の
後
親
族
か
ら
、
私

に
恨
み
言
を
言
う
よ
う
な
、
彼
の
奥

さ
ん
を
責
め
る
よ
う
な
、
電
話
が

掛
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
生
還
し
た
後
で
〉

　

自
殺
に
失
敗
し
て
、
急
性
期
の
病

院
で
の
治
療
の
後
、
通
院
さ
れ
る
人

も
お
ら
れ
ま
す
。
Ｍ
さ
ん
は
50
歳
代

の
準
公
務
員
的
な
団
体
の
職
員
で
す

こ
ま
で
本
気
で〝
死
に
た
い
〟と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

若
者
が
育
っ
た
土
地
で
仕
事
に
就

け
な
い
今
の
日
本
で
は
、
年
寄
り
は

施
設
で
し
か
暮
ら
せ
ま
せ
ん
。

〈
人
生
が
済
ん
だ
〉

　

50
歳
の
男
性
の
Ｌ
さ
ん
は
勤
め
て

い
た
大
企
業
が
工
場
を
縮
小
し
た

時
、「
人
員
が
不
要
な
の
な
ら
私
が

辞
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
っ
さ
り
早
期

退
職
し
た
ら
し
い
。
退
職
後
は
実
家

の
少
し
の
田た

ん
ぼ圃

と
畑
を
作
っ
て
お
ら

れ
た
。
私
の
所
で
は
「
見
る
べ
き
も

の
は
見
た
。
い
つ
死
ん
で
も
い
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
受
診
の
目
的
は

「
死
な
な
く
て
も
い
い
、
と
思
え
る

薬
を
く
れ
」
で
し
た
。

　

薬
で
人
間
の
考
え
を
変
え
る
こ
と

神
科
医
も
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ま
す
。
Ｋ

さ
ん
は
い
つ
も
新
聞
を
見
て
お
ら
れ

る
の
で
、
記
事
の
こ
と
を
話
題
に
し

よ
う
と
し
ま
す
が
、
全
く
乗
っ
て
来

ら
れ
ま
せ
ん
。
記
憶
力
が
落
ち
、
一

人
で
は
生
活
で
き
な
く
な
っ
て
ホ
ー

ム
に
入
所
し
て
い
る
Ｋ
さ
ん
は
、
ど



みんなねっと 2015 年６月号　 24 

め
る
。
ど
の
く
ら
い
で
き
た
ら
自
分

を
誉
め
る
か
も
自
分
で
決
め
る
』
の

が
課
題
で
す
よ
。

　
「
私
は
職
場
の
都
合
ば
か
り
考
え
、

家
族
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し

た
。家
族
の
た
め
に
も
死
ね
ま
せ
ん
」

　

そ
う
で
す
よ
。
で
も
本
当
は
、
家

族
の
た
め
に
生
き
る
の
で
は
足
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
た
め
に
生
き
て
く
だ

さ
い
。
う
ち
で
も
、
う
つ
病
に
な
っ

て
〝
家
族
の
た
め
に
〟
と
い
う
思
い

で
頑
張
ら
れ
て
、
息
子
さ
ん
が
就
職

し
た
後
に
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
人
が

あ
り
ま
す
。
う
ち
に
何
年
間
も
通
っ

て
来
ら
れ
て
い
た
の
に
、
私
は
彼
の

気
持
ち
の
脱
力
に
気
付
か
ず
、
止
め

ら
れ
な
か
っ
た
。「
息
子
が
就
職
す

る
ま
で
は
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
も
っ
と
咎と

が

め
る
べ
き

が
、
多
量
の
仕
事
と
人
員
不
足
と
に

悩
ま
れ
、
自
分
を
責
め
ら
れ
た
の
で

す
。
上
司
の
無
理
解
も
あ
っ
て
疲
れ

果
て
、
薬
を
大
量
に
服
用
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
仕
事
に
戻
り
、「
自
殺
は

馬
鹿
な
こ
と
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
気
分
は
明
る
く
な
い
の

で
す
。

　
『
何
を
頑
張
る
か
を
自
分
で
選
択

し
、
で
き
な
い
こ
と
は
ス
ッ
キ
リ
諦

で
し
た
。〈

う
つ
状
態
〉

　

こ
の
数
年
間
、
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
自
殺
者
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
先
日
、
警
察
署
か
ら
知
ら
せ
が

あ
り
、
昼
休
み
に
検
死
に
出
か
け
る

羽
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
30

歳
過
ぎ
の
女
店
員
で
、体
調
を
壊
し
、

残
っ
て
い
た
年
休
で
１
か
月
休
ん
だ

後
、
退
職
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
１
か
月
た
っ
て
も
良
く
な
ら
な
い

の
で
、
う
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診

さ
れ
ま
し
た
。
硬
い
表
情
を
し
て
顔

色
も
悪
く
、
下
を
向
い
て
小
さ
い
声

で
話
さ
れ
ま
し
た
。「
身
体
が
だ
る

い
。
気
力
が
出
な
い
」
と
言
わ
れ
、

投
げ
や
り
の
よ
う
に
も
、
い
ら
い
ら

し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
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調
す
べ
き
で
し
た
。
何
も
考
え
ず
、

休
む
こ
と
に
専
念
さ
せ
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
。

　

精
神
科
医
は
も
っ
と
時
間
を
か
け

て
本
人
の
気
持
ち
を
聞
く
べ
き
で
し

た
。
会
社
の
つ
れ
な
い
対
応
に
強
く

怒
っ
て
も
良
か
っ
た
。
年
休
を
使
い

切
っ
た
ら
辞
め
さ
せ
る
な
ん
て
、
ひ

ど
い
で
す
。

　

医
者
で
さ
え
後
悔
の
気
持
ち
が
後

か
ら
後
か
ら
湧
い
て
く
る
の
で
す
か

ら
、
親
や
家
族
に
す
れ
ば
そ
の
苦
痛

は
ど
れ
ほ
ど
も
の
で
し
ょ
う
か
？

〈
家
族
の
た
め
に
〉

　

家
族
の
一
人
が
自
殺
さ
れ
た
た
め

に
、
他
の
家
族
が
気
持
ち
に
変
調
を

き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

失
業
し
て
い
た
弟
が
自
殺
し
た

重
度
の
う
つ
状
態
と
思
え
ま
し
た
か

ら
、
抗
う
つ
薬
に
加
え
て
少
量
の
抗

精
神
病
薬
も
処
方
し
て
い
ま
す
。

　

１
週
間
後
の
２
回
目
の
受
診
時
に

は
、
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
よ
う
や
く

夜
は
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
３
日

後
の
明
け
方
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
で

す
。

〈
残
さ
れ
た
両
親
〉

　

家
に
着
く
と
、
大
勢
の
警
察
官
が

居
て
、
遺
体
の
そ
ば
に
は
悲
痛
な

表
情
で
御
両
親
が
座
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
は
、
絶
対
に
精
神

科
医
の
失
敗
で
す
。
入
院
さ
せ
る
べ

き
だ
っ
た
と
言
う
人
は
い
る
で
し
ょ

う
。
受
診
室
で
、今
は
辛
い
け
れ
ど
、

手
遅
れ
で
は
な
い
こ
と
を
も
っ
と
強

時
、　｢

奥
さ
ん
に
ば
か
り
頼
っ
て

は
い
け
な
い｣

と
叱
っ
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
お
姉
さ
ん
は
「
私
が
あ
の
時

叱
ら
な
か
っ
た
ら
」
と
思
い
悩
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

自
殺
は
一
つ
の
理
由
だ
け
で
起
こ

る
の
で
は
な
く
、
職
場
の
こ
と
や
お

金
の
こ
と
、
実
現
し
な
い
自
分
の
思

い
、
運
の
悪
い
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の

悪
条
件
が
重
な
っ
た
時
に
起
こ
る
の

で
す
。
こ
の
お
姉
さ
ん
は
元
気
を
取

り
戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
殺
が
起
き

る
と
家
族
に
は
大
変
な
痛
手
で
す
。

　

精
神
科
医
も
努
力
し
ま
す
が
家
族

の
愛
情
は
特
別
で
す
。
も
し
お
子
さ

ん
の
自
殺
が
心
配
な
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
は
率
直
に
口
に
出
し
て
「
私
た

ち
の
た
め
に
も
死
な
な
い
で
」
と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
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わ
か
り
や
す
い
制
度
の
は
な
し

《
そ
の
57
》

い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
で
き
る

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

東
京
足
立
病
院 　

奥
村　

道

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は

　
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
と
は
、「
短

期
入
所
事
業
」と
呼
ば
れ
、児
童
や
障

が
い
者
（
児
）、
高
齢
者
等
を
対
象

に
日
常
的
に
見
守
り
を
し
て
い
る
ご

家
族
が
不
在
に
な
る
場
合
や
地
域
生

活
に
お
い
て
休
養
が
必
要
な
時
な
ど

に
利
用
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
回
は
精
神
に
障
が
い
を
持
っ
た

方
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
ご
利
用
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
等
に
つ

い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

１
．
原
則
と
し
て
ご
家
族
と
同
居
さ

れ
て
い
る
か
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら

し
を
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
地
域
で
生

活
を
さ
れ
て
い
る
精
神
に
障
が
い
を

お
持
ち
の
方

２
．
１
の
う
ち
、
ご
本
人
あ
る
い
は

ご
家
族
の
休
養
や
ご
本
人
の
自
立
の

た
め
の
訓
練
が
必
要
な
方

ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の
？

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
は
大
き
く
分

け
て
３
つ
の
目
的
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

①
ご
家
族
等
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
介
護
を

お
こ
な
う
事
が
で
き
な
い
場
合

（
例
）◦
緊
急
的
な
理
由
：
病
気
・
事

故
・
災
害
そ
の
他
緊
急
の
事
態
が
生

じ
た
場
合

◦
社
会
的
な
理
由
：
冠
婚
葬
祭
や
行

事
の
出
席
、
家
族
の
介
護
等
に
よ
り

不
在
と
な
る
場
合

◦
そ
の
他
の
理
由
：
家
族
自
身
に
一
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時
的
な
休
養（
レ
ス
パ
イ
ト
と
も
呼
ば

れ
ま
す
）が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
等

②
障
が
い
の
あ
る
ご
本
人
自
身
の
休

息
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

（
例
）◦
家
庭
内
で
の
不
和
が
生
じ
、家

族
と
一
旦
距
離
を
取
っ
て
静
か
に
過
ご

し
た
い

◦
一
人
暮
ら
し
だ
が
生
活
上
の
ス
ト

レ
ス
等
に
よ
り
体
調
を
崩
し
、
少
し

休
養
を
取
り
た
い
等

③
将
来
の
自
立
に
向
け
て
の
生
活
訓

練
を
ご
本
人
が
希
望
す
る
場
合

（
例
）◦
現
在
は
家
族
と
一
緒
の
生
活

だ
が
い
ず
れ
は
自
立
し
て
一
人
暮
ら

し
を
し
た
い

◦
炊
事
や
掃
除
・
洗
濯
な
ど
単
身
生

活
に
向
け
て
家
事
を
覚
え
た
い
等

　

こ
う
い
っ
た
様
々
な
目
的
に
応
じ

て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
障
害
者
総
合

支
援
法
に
お
け
る
「
短
期
入
所
事
業
」

や
区
市
町
村
が
独
自
に
お
こ
な
う
事

業
と
し
て
、そ
の
多
く
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
？ 

何
を
し
て
く
れ
る
の
？

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
事

業
所
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
居
室
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
宿
泊
す

る
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
。
中
に
は

一
般
の
ア
パ
ー
ト
の
一
部
屋
を
借
り

上
げ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
設
備（
居
室
・
共
有
の
も
の
）に
つ
い
て

　

各
事
業
所
に
よ
っ
て
内
容
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
都
内
の

事
業
所
を
一
例
と
し
て
み
る
と
、

◦
ベ
ッ
ド
・
た
ん
す
・
衣
装
ケ
ー
ス
・

テ
ー
ブ
ル
等
の
家
具
類

◦
エ
ア
コ
ン
・
風
呂
・
ト
イ
レ
等
の

家
電
製
品
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
調
理

器
具

　

等
が
備
え
付
け
に
な
っ
て
お
り
、

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て

　

こ
れ
も
利
用
す
る
目
的
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
例
と
し
て

◦
買
い
物
や
料
理
、
洗
濯
な
ど
生
活

の
仕
方
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
ス

タ
ッ
フ
に
相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

◦
日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
不
安
や
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今
後
の
目
標
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
か

ら
助
言
を
受
け
ら
れ
る

　

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

利
用
ま
で
の
流
れ

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
ま
で
の
流

れ
は
図
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
よ
り
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
含
め
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
利

用
計
画
の
作
成
お
よ
び
定
期
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ（
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
の
確
認
・
見
直
し
）を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
「
相
談
支
援
事
業
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
地
域
で
生
活
を
営

ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
ご
本
人
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
や
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て

の
必
要
な
相
談
や
支
援
な
ど
を
お
こ

な
う
も
の
で
す
。
利
用
計
画
に
つ
い

て
は
各
市
区
町
村
の
指
定
を
受
け
た

相
談
支
援
事
業
所
が
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
事
業
所
に
代
わ
り

ご
本
人
が
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
（
利
用
者

本
人
が
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
計

画
）を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

申請　

お住まいの各市区町村の障害福祉サービス担当窓口（障害福祉課など）
ショートステイは介護給付となり、各市区町村で実施している障害支援区分認定調
査ならびに障害福祉サービス受給者証の発行が必要となります。
※緊急の場合等は支給開始決定前に利用が認められる場合もあります。
　　　　　

相談支援事業所との契約・サービス等利用プランの作成

各市区町村の委託を受けた相談支援事業所（下記参照）と契約を結び、サービスを
利用するにあたってのサービス等利用計画作成を依頼します。
※相談支援事業申請後、支給決定までの期間は概ね１～ 2 ヶ月程度が目安となります。
　　　　　

見学・利用申し込み

利用の前に実際にショートステイを実施している施設の居室を見学していただき、
利用にあたっての説明を受けた上で申し込みをおこないます。
※利用にあたっては主治医や関係機関の意見書等の書類が必要となります。
　　　　　

支給決定・契約

障害支援区分認定が完了し、障害福祉サービス受給者証が届いたら施設と利用にあ
たっての契約を結びます。
　　　　　

利用開始

利用予定日などを施設に連絡し、サービスの利用開始となります。

図表　ショートステイ利用の流れ
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シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
申
請
さ
れ
る

際
に
は
相
談
支
援
事
業
の
利
用
に
つ

い
て
も
併
せ
て
各
市
区
町
村
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
担
当
窓
口
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
に
つ
い
て

　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
場
合
は
、
介
護
給
付
の
１

割
負
担
が
原
則
と
し
て
必
要
に
な
り

ま
す
（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
は
減
免
が
あ
り
ま
す
）。

そ
の
他
障
害
支
援
区
分
に
よ
り
自
己

負
担
の
金
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
証
を
参
照
し
て
下
さ

い
。

　

ま
た
食
費
な
ど
は
実
費
と
な
る
場

合
が
多
い
た
め
、
各
事
業
所
ま
で
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
日
数
に
つ
い
て

　

概
ね
一
週
間
が
目
安
で
す
が
、
障

害
支
援
区
分
等
に
よ
り
利
用
日
数
は

変
わ
り
ま
す
。

　

ひ
と
月
あ
た
り
の
利
用
可
能
日
数

に
つ
い
て
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

よ
り
安
心
で
快
適
な 

地
域
生
活
の
た
め
に

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
最
近
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
専
用
の
居
室
を
設
け
た
り
、

空
室
期
間
を
利
用
し
て
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
お
こ
な
う
な
ど
、徐
々
に
量

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
と
き
に
利
用
す
る

こ
と
、
こ
れ
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。特
に「
家

族
（
本
人
）
と
ケ
ン
カ
し
て
し
ま
っ

て
、
一
緒
に
い
る
と
ど
う
も
よ
く
な

い
」
と
い
う
場
合
な
ど
は
、
ケ
ン
カ

を
し
て
し
ま
う
前
に
、
と
き
に
は
お

互
い
に
一
人
の
時
間
を
持
っ
て
適
度

な
関
係
を
保
て
る
こ
と
が
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
魅
力
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
病
状
が
安
定
し
て
い
る
と
き
に
見

学
を
お
こ
な
っ
て
お
き
、
本
人
と
主

治
医
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
所
も

含
め
た
関
係
機
関
と
、
利
用
の
目

的
・
頻
度
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
と

ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
、
よ
り
安
心

で
快
適
な
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
お
く
む
ら　

わ
た
る
）
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Ｐ
Ｈ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

姫
井
昭
男

　

前
回
の
「
抗
精
神
病
薬
」
に
関
連

し
た
内
容
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る

精
神
科
薬
物
療
法
の
歴
史
と
現
状
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
．
第
一
世
代
の
抗
精
神
病
薬

　
︵
定
型
抗
精
神
病
薬
︶と
多
剤

　

併
用
療
法

　

抗
精
神
病
薬
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン

は
、
60 
年
代
に
初
め
て
日
本
に
紹
介

さ
れ
て
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
50

年
以
上
も
臨
床
で
処
方
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

古
参
の
部
類
で
あ
る
ハ
ロ
ペ
リ

ド
ー
ル
（
発
売
は
１
９
６
４ 

年
）
は
、

そ
の
薬
理
効
果
に
つ
い
て
新
し
い
抗

精
神
病
薬
に
も
優
る
部
分
を
持
つ
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
特
に
鎮
静
効
果

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
、
つ
ま
り
即
効

性
を
求
め
る
状
況
に
お
い
て
は
現
在

で
も
数
あ
る
注
射
薬
の
な
か
で
ハ
ロ

ペ
リ
ド
ー
ル
を
第
一
選
択
と
す
る
精

神
科
医
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
最
近
内
服
液
剤
が
次
々
登
場

し
て
い
ま
す
が
、
液
剤
と
い
う
剤
型

を
最
初
に
採
用
し
た
抗
精
神
病
薬
も

こ
の
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
で
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

こ
の
よ
う
に
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル

は
、
そ
の
薬
理
効
果
と
さ
ま
ざ
ま
な

剤
型
の
選
択
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
精
神
科
で
薬
物
療
法
の
範
囲

を
治
療
は
一
気
に
拡
げ
て
い
っ
た
の

で
す
。

　

抗
精
神
病
薬
治
療
が
、
精
神
科
の

治
療
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
ま
し

た
が
、
薬
に
は
作
用
が
あ
れ
ば
、
当

然
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
薬
の
副
作
用
の
出
現
率
は
、

数
％
出
現
す
れ
ば
副
作
用
の
強
い
薬

連載11

第
２
章
﹁
精
神
科
の
薬
﹂の
働
き
〈
４
〉

メ
ン
タ
ル
障
害
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
知
識

―
薬
物
療
法
を
正
し
く
理
解
す
る
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と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
抗
精
神
病

薬
の
副
作
用
は
、
至
適
用
量
を
超
え

る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
ケ
ー
ス
で
出

現
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
作
用
の

有
効
性
が
重
視
さ
れ
処
方
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
主
作
用
と
副
作
用
は
当
時

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
？＊　

＊　

＊

　

薬
物
療
法
が
導
入
さ
れ
る
前
の
精

神
科
の
治
療
と
い
え
ば
、
入
院
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
外
界
か
ら
の
刺
激
を

軽
減
す
る
環
境
調
整
を
目
的
と
し
た

治
療
法
や
侵
襲
の
強
い
非
人
道
的
な

治
療
法
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ

れ
ら
に
比
較
す
れ
ば
、
治
療
改
善
効

果
が
高
い
薬
物
療
法
に
よ
る
副
作
用

は
、
問
題
視
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な

に
抗
精
神
病
薬
を
処
方
す
れ
ば
必
ず

抗
パ
剤
を
処
方
す
る
と
い
う
セ
ッ
ト

処
方
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
で
問
題
は
解
決
せ
ず
、
そ
の

抗
パ
剤
に
も
口
渇
と
い
う
副
作
用
が

出
現
す
る
な
ど
堂
々
巡
り
が
つ
い
て

回
り
ま
し
た
。＊　

＊　

＊

　

こ
の
よ
う
に
複
数
の
薬
剤
が
セ
ッ

ト
で
処
方
さ
れ
る
上
に
、
患
者
さ
ん

の
多
く
に
不
眠
症
状
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
睡
眠
導
入
剤
も
処
方
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
精
神
科
で
薬

物
療
法
を
受
け
る
と
、
最
少
限
の
処

方
で
も
３
種
類
は
必
ず
処
方
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
普
通
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

い
と
い
う
印
象
だ
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
当
時
の
薬
理
学
的
知
見
の
限

界
か
ら
、
抗
精
神
病
薬
は
ど
ん
な
薬

で
あ
ろ
う
と
ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
遮

断
作
用
が
あ
り
、
な
け
れ
ば
そ
の
効

果
も
果
た
さ
な
い
の
で
、
錐
体
外
路

症
状
の
出
現
は
仕
方
が
な
い
と
い
う

考
え
方
と
、
そ
れ
ぐ
ら
い
は
我
慢
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
治
療
に
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
の
精
神
科
医
が
大

半
だ
っ
た
の
で
す
。

＊　

＊　

＊

　

そ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
、
こ

の
錐
体
外
路
症
状
を
含
む
ド
ー
パ
ミ

ン
受
容
体
遮
断
に
よ
る
副
作
用
は
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
薬
（
以
下
抗

パ
剤
）
で
対
処
療
法
を
お
こ
な
う
と

い
う
方
法
が
広
ま
り
、
暗
黙
の
う
ち
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＊　

＊　

＊

　

そ
し
て
、
１
９
７
０
年
代
後
半
に

な
る
と
化
学
構
造
的
に
ほ
ん
の
少
し

の
違
い
を
付
け
た
だ
け
の
新
し
い
抗

精
神
病
薬
が
次
々
と
発
売
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
副
作
用
が

少
な
い
と
謳う

た

っ
た
抗
精
神
病
薬
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
薬
理
学
脳
科

学
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
主
作
用
で

あ
る
ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
遮
断
を
少

し
抑
え
る
こ
と
で
、
副
作
用
が
抑
え

ら
れ
た
だ
け
と
い
う
も
の
も
あ
り
、

新
薬
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古

い
薬
剤
で
あ
る
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
よ

り
も
薬
理
効
果
で
劣
る
薬
剤
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
そ
の
よ
う
な
薬
剤
群

は
認
可
発
売
さ
れ
た
当
時
に
は
、「
と

く
に
被
害
妄
想
に
と
て
も
効
果
が
高

い
」、「
過
鎮
静
に
な
り
に
く
く
、
攻

撃
性
に
効
く
」
と
い
う
科
学
的
に
根

拠
の
な
い
特
徴
が
大
々
的
に
宣
伝
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。

　

あ
る
時
点
で
の
科
学
の
限
界
と
し

て
未
解
決
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
主

観
が
あ
た
か
も
真
実
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
は
医
学
や
科
学
の
世
界

に
あ
り
が
ち
で
、
こ
れ
が
後
世
に
大

き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

る
の
も
良
く
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

＊　

＊　

＊

　

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
剤
に
違
っ
た
効
果

特
徴
が
誇
張
さ
れ
て
謳
わ
れ
て
い
た

た
め
に
、
当
時
乏
し
い
薬
理
学
的
知

識
と
そ
の
謳
い
文
句
を
信
じ
た
精
神

科
医
は
、
次
々
と
新
し
い
効
果
を
期

待
し
て
新
し
い
薬
剤
を
処
方
し
、
上

積
み
処
方
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

　

そ
の
結
果
が
何
種
類
も
の
抗
精
神

病
薬
を
使
う
、
近
年
で
は
弊
害
で
し

か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
多
剤
併
用

療
法
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　

各
薬
剤
の
特
徴
が
、
組
み
合
わ
さ

れ
た
多
剤
併
用
で
全
て
効
果
が
得
ら

れ
て
い
な
い
と
気
付
い
て
も
、
今
度

は
薬
理
学
的
に
ど
れ
を
除
け
ば
良
い

か
が
分
か
ら
ず
、
減
薬
し
て
不
調
と

な
る
リ
ス
ク
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
リ
ス
ク
回
避
に
な
る
と
い

う
意
識
が
働
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
の
多
剤
併
用
療
法
が
解
消
さ
れ
ず

に
、
あ
る
意
味
で
治
療
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
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＊　

＊　

＊

　

当
時
の
精
神
科
の
治
療
者
た
ち
を

擁
護
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で

な
く
、
世
界
的
に
見
て
も
同
じ
よ
う

に
多
剤
併
用
処
方
の
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。

　

精
神
科
医
は
、
そ
の
時
な
り
に
患

者
さ
ん
の
症
状
を
い
か
に
改
善
で
き

る
か
に
懸
命
で
あ
っ
て
、
当
時
は
幻

覚
妄
想
と
い
っ
た
、
派
手
で
生
活
す

る
の
に
不
都
合
な
症
状
の
改
善
に
治

療
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
無

闇
に
多
剤
併
用
処
方
し
て
い
た
の
で

は
な
く
、
結
果
と
し
て
多
剤
併
用
に

な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

た
だ
、
今
の
時
代
に
多
剤
併
用
療

法
と
い
う
の
は
、
精
神
科
医
の
技
量

と
薬
理
学
的
知
識
に
つ
い
て
疑
問
視

さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

（
ひ
め
い
あ
き
お
）

　

次
号
は
、
ひ
き
つ
づ
き
、
日
本
に

お
け
る
精
神
科
薬
物
療
法
の
歴
史
と

現
状
の
、「
２
．
第
二
世
代
の
抗
精

神
病
薬
（
非
定
型
抗
精
神
病
薬
）
の

登
場
」
と
、「
３
．
定
抗
精
神
病
薬

と
非
定
型
抗
精
神
病
薬
」に
つ
い
て
、

お
届
け
し
ま
す
。



みんなねっと 2015 年６月号　 36 

﹁
み
ん
な
ね
っ
と
﹂の
感
想

◆
茨
城
県
　
当
事
者
の
親
　
家
族

　

み
ん
な
ね
っ
と
３
月
号
（
30
頁
）

の
「
連
載
８
『
精
神
科
の
薬
』
の
働

き
」
の
項
目
は
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

と
も
す
れ
ば
、
薬
は
飲
ま
な
い
方

が
よ
い
の
で
は
と
考
え
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
考
え
が
、
ま
ち
が
っ
て

い
た
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
よ
い

企
画
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
長
野
県
ペ
ン
ネ
ー
ム
八
木
沢
ま
い

本
人
（
40
代
）

　

３
月
号
「
つ
れ
づ
れ
日
記
」
48
回

で
つ
い
に
こ
と
葉
さ
ん
が
お
料
理
に

目
覚
め
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

お
料
理
は
じ
め
、
家
事
は
『
雑
用

は
判
断
の
ゆ
り
か
ご
』
と
い
う
言
葉

の
通
り
、
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
彼
氏
さ
ん
の
作
っ
て

く
れ
た
料
理
の
味
を
再
現
し
た
い
！

と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
ね
。
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

　
◆
岐
阜
県
　
Ｈ
　
本
人
（
50
代
）

　

今
号
（
４
月
号
）
の
記
事
、
私
と

家
族
の
手
記
「
闘
う
治
療
」
風
信
子

さ
ん
に
大
変
な
共
感
を
感
じ
ま
し

た
。
娘
さ
ん
が
、
一
人
暮
ら
し
を
始

め
た
。
そ
の
成
長
に
喜
び
を
感
ず
る

と
の
お
気
持
ち
、よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

自
分
は
、
当
事
者
で
す
が
、
今
迄

み
ん
な
ね
っ
と
を
当
事
者
と
し
て
の

利
害
打
算
で
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、

自
分
が
周
囲
の
人
へ
の
感
謝
や
そ
の

幸
福
を
祈
る
気
持
ち
を
持
て
て
、
人

間
と
し
て
成
長
出
来
た
事
が
、
未
来

に
対
す
る
希
望
と
な
り
、
今
の
症
状

に
対
す
る
支
え
と
な
っ
て
い
る
事
を

思
う
と
、
障
碍
者
で
あ
ろ
う
と
人
間

と
し
て
の
道
は
健
常
者
と
同
じ
で
あ

る
と
今
思
う
の
で
す
。

◆
群
馬
県
　
岡
部
典
行
　
本
人（
50

代
）

　

初
め
て
お
便
り
い
た
し
ま
す
。
３

月
号
（
読
者
の
ペ
ー
ジ
）
で
の
松
尾

さ
ん
や
大
里
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
た

よ
う
な
理
解
あ
る
ア
パ
ー
ト
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
が
ふ
え
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

望
ん
で
い
る
だ
け
で
も
だ
め
で
、

自
分
か
ら
少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た

い
と
は
思
い
ま
す
が
…
。
な
か
な
か

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
若
い
方
た
ち

が
、
け
っ
こ
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

経
営
に
の
り
だ
し
て
い
る
の
で
あ
り

読者のページ

わわ
み

わわ
ん

わわ
な

わわわわ
の

◆本
人
（

　

３
月
号
「
つ
れ
づ
れ
日
記
」

で
つ
い
に
こ
と
葉
さ
ん
が
お
料
理
に

目
覚
め
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

お
料
理
は
じ
め
、
家
事
は
『
雑
用

は
判
断
の
ゆ
り
か
ご
』
と
い
う
言
葉

の
通
り
、
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
と
思
い

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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日
常
生
活　
　

◆
岐
阜
県
　
熊
谷
久
子
　
家
族
（
60

代
）

　

受
か
り
ま
し
た
～
！
。
精
神
保
健

福
祉
士
。
去
年
１
点
届
か
ず
悔
し
い

思
い
を
し
、
再
挑
戦
で
し
た
。
息
子

が
統
合
失
調
症
と
診
断
を
受
け
て
15

年
、
こ
ん
な
日
が
来
よ
う
と
は
。
障

が
い
の
し
ょ
の
字
も
知
ら
な
か
っ
た

あ
の
日
、
病
院
へ
医
療
保
護
入
院
と

な
り
１
か
月
、
悲
し
く
て
、
悔
し
く

て
泣
い
て
ば
か
り
い
た
あ
の
頃
。
家

族
会
の
皆
に
助
け
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

来
ま
し
た
。
有
難
う
！
岐
阜
市
あ
け

ぼ
の
会
の
皆
様
、
歴
代
の
会
長
、
み

ん
な
ね
っ
と
の
方
々
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
愛
知
県
　
ト
ン
ガ
リ
マ
マ
　
家
族

　

息
子
は
24
歳
、
小
さ
い
頃
か
ら
、

か
ん
し
ゃ
く
が
強
く
、
と
て
も
育
て

　

娘
さ
ん
が
つ
ら
い
と
感
じ
て
い
る

様
子
の
と
き
は
即
、
親
が
入
院
設
備

の
あ
る
近
く
の
病
院
に
「
つ
ら
い
な

ら
こ
の
病
院
に
行
っ
て
み
よ
う
」
と

連
れ
て
行
き
、
医
者
と
の
関
わ
り
を

持
っ
て
服
薬
を
勧
め
、
必
要
と
あ
れ

ば
早
目
に
入
院
を
頼
ん
だ
方
が
良

い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

私
の
娘
の
場
合
も
や
は
り
自
分
で

行
け
て
い
た
通
院
が
薬
を
飲
ま
な
い

事
に
よ
り
、
通
院
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
音
に
敏
感
、
幻
聴
、
妄
想
に

振
り
ま
わ
さ
れ
、
夜
眠
れ
な
く
な
る

と
悪
化
を
辿
る
一
方
で
し
た
。

　

症
状
が
進
む
と
本
人
自
身
の
決
断

は
難
し
く
な
り
ま
す
。
抵
抗
す
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ

は
親
が
主
導
権
を
持
ち
、
自
信
を
持

っ
て
押
し
進
め
た
方
が
良
い
気
が
い

た
し
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。

娘
さ
ん
の
た
め
に
も
。
応
援
し
て
い

ま
す
。　

が
た
い
こ
と
で
す
。
ま
ず
周
囲
の

人
々
の
理
解
を
得
る
の
が
た
い
へ
ん

の
よ
う
で
す
。

　

私
も
家
族
会
の
み
な
さ
ん
の
力
を

か
り
て
な
ん
と
か
や
っ
て
い
ま
す
が

…
。
周
り
か
ら
見
れ
ば
「
な
ん
と
か

や
っ
て
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
そ
う
で

す
が
…
。
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
…
何
と
か

な
っ
て
い
ま
す
。
う
ま
く
書
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
す
み
ま
せ
ん
。

　
◆
神
奈
川
県
　
家
族
　（
60
代
）

　

荒
川
カ
ン
ガ
ル
ー
の
親
子
さ
ん

（
４
月
号
読
者
の
ペ
ー
ジ
）、
私
ど
も

の
場
合
、
本
人
の
気
持
ち
に
添
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
長
期
間
、
親
が
暴

言
に
耐
え
、
娘
の
暴
行
に
逃
げ
、
穏

や
か
に
な
る
日
を
待
ち
ま
し
た
が
強

制
入
院
と
い
う
最
悪
の
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
人
が
薬
を
飲

ま
な
い
と
い
う
事
に
起
因
す
る
も
の

で
し
た
。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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す
。
最
近
は
、
父
が
80
代
と
な
り
、

母
も
年
を
と
り
、
父
の
痴
呆
看
病
で

毎
日
が
す
ぎ
て
い
き
ま
す
。
母
の
負

担
が
重
く
な
り
、
お
金
も
か
か
り
ま

す
。

　

私
の
状
態
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
う
つ
が
ひ
ど
く
外
へ
出
る
の
が

怖
い
で
す
。
特
に
夜
、
眠
剤
を
の
ん

で
ね
る
の
で
す
が
、
こ
の
間
、
朝
お

き
た
ら
、
母
が
う
ず
く
ま
り
、
結
局
、

救
急
車
で
病
院
と
な
り
入
院
で
し

た
。父
を
一
人
に
は
出
来
な
い
の
で
、

さ
い
わ
い
、
す
ぐ
近
く
に
姉
夫
婦
が

い
て
、助
け
て
も
ら
う
日
々
で
し
た
。

ま
だ
、
両
親
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
た
い
へ
ん
に
な
り
ま
す

が
、
少
し
で
も
よ
く
な
る
よ
う
ガ
ン

バ
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

◆
北
海
道
　
赤
い
パ
ラ
ソ
ル
　
本
人

（
60
代
）

　

今
春
か
ら
北
海
道
滝
上
町
さ
ん
の

ハ
ピ
ニ
ス
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
さ
ん

で
の
車
い
す
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
歳
も
歳
な
の

で
ま
だ
腕
に
力
が
あ
る
と
き
に
車
い

す
を
使
っ
て
の
歩
行
訓
練
な
ど
生
活

訓
練
を
一
か
ら
や
り
直
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
相
当
お
と
ろ
え
て
き
て
い
る
の

で
立
っ
た
り
座
っ
た
り
が
本
当
に
大

変
で
す
よ
。

　

そ
し
て
ま
た
社
会
復
帰
を
目
指
そ

う
と
今
か
ら
考
え
て
い
ま
す
よ
。
何

か
と
こ
れ
か
ら
お
金
の
面
で
も
大
変

で
す
よ
。
結
婚
も
考
え
な
き
ゃ
な
り

ま
せ
ん
よ
。

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

未
来
に
向
け
平
和
な
幸
せ
な
日
々

が
続
き
ま
す
よ
う
に
…
ま
だ
寒
い
日

が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

　

に
く
い
子
供
で
し
た
。精
神
遅
滞（
軽

度
）、
自
閉
症
の
病
名
を
聞
い
た
の

は
16
歳
の
春
で
し
た
。

　

精
神
な
ん
て
、
心
の
持
ち
方
で
治

る
と
軽
く
考
え
て
い
た
私
は
、
息
子

を
追
い
詰
め
る
結
果
に
な
り
、
素
直

で
私
を
頼
っ
て
い
た
息
子
は
、
21
歳

ま
で
頑
張
っ
て
い
た
の
に
、
精
神
力

が
「
ブ
チ
ッ
」
と
切
れ
て
し
ま
い
、

22
歳
の
春
、
つ
い
に
病
院
に
入
院
し

ま
し
た
。

　

入
院
し
て
２
年
近
く
に
な
り
、
病

院
に
お
見
舞
い
を
週
２
～
３
日
通
い

な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル（
知

的
、
精
神
）
に
入
会
し
ま
し
た
。
こ

の
本
も
精
神
の
親
の
会
の
紹
介
で
知

り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
内
で
の
情
報

な
ど
も
知
り
た
い
な
と
思
い
筆
を
取

り
書
き
ま
し
た
。

◆
神
奈
川
県
　
モ
ン
ス
タ
ー
　
本
人

（
40
代
）

　

私
は
40
代
後
半
に
な
る
本
人
で

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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い
ろ
ん
な

身
体
の
異
変
を

う
っ
た
え
始
め
た

　

そ
ん
な
こ
と
な
い

　

気
の
せ
い
よ

で
も
敏
は

な
ん
ど
言
っ
て
も
聞
か
な

か
っ
た

け
れ
ど

パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
る
と

　
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
」

　

と
い
う
の
は
良
く
な
い

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
　
　

詩
・
そ
の
他　
　

◆
大
阪
府
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
西
崎
想　

　

こ
ん
に
ち
は
、み
ん
な
ね
っ
と
様
。

わ
た
し
は
精
神
障
害
の
当
事
者
で

す
。

　

主
人
と
結
婚
生
活
は
８
年
で
終
わ

り
ま
し
た
。主
人
も
当
事
者
で
し
た
。

主
人
は
ず
っ
と
苦
し
み
、
先
生
に
も

理
解
さ
れ
な
い
で
、
そ
の
挙
句
自
死

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

彼
の
詩
に
よ
り
、
わ
た
し
も
彼
の

こ
と
を
書
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
と
、
思
い
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち

の
詩
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

聞
こ
え
る
ん
だ

敏
は
隣
の
ひ
と
が
何
か
い
っ
て
い
る
と

気
に
な
り
だ
し
た

そ
れ
と
同
時
に

歯
が
出
て
き
た

と
か

　「
読
者
の
皆
様
へ
」

　
当
会
で
は
本
誌
内
容
に
つ
い
て
、
執
筆

者
へ
の
直
接
の
お
取
り
次
ぎ
は
致
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
ご

感
想
等
は
、
投
稿
と
し
て
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、「
み
ん
な
の
わ
」

コ
ー
ナ
ー
に
お
送
り
い
た
だ
い
た
各
種
文

書
、
作
品
等
は
原
則
と
し
て
お
返
し
致
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

本
人
に
は
本
当
に

　

聞
こ
え
て
い
る
の
だ
か
ら

と
書
い
て
あ
っ
た

わ
た
し
だ
っ
て
お
な
じ
だ
っ
た
の
に

だ
か
ら

身
体
の
変
調
を
聞
い
て
あ
げ
る

傾
聴
を
し
て
あ
げ
た
ら
良
か
っ
た
ん

だ
と

思
っ
た
の
だ
が

そ
れ
も
届
か
な
か
っ
た

◆愛知県　タイム　本人（40代）
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■
本
年
度
４
月
７
日
よ
り
、

事
務
局
長
補
佐
職
を
拝
命
致

し
ま
し
た
小
幡
恭
弘
（
お
ば

た
や
す
ひ
ろ
）と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
福
祉
系
大
学
を
卒

業
し
て
す
ぐ
に
精
神
障
が
い

者
無
認
可
共
同
作
業
所
に
勤

務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民

間
企
業
、
社
会
福
祉
法
人
を

経
て
、
こ
の
度
、
当
会
に
仲

間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

公
の
場
や
教
育
の
場
で
は

人
権
問
題
な
ど
が
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
身
近
な
お

隣
さ
ん
や
地
域
・
社
会
な
ど

生
活
圏
が
近
く
な
る
ほ
ど
、

建
前
と
本
音
を
使
い
分
け
て

い
る
こ
と
が
良
く
わ
か
る
も

の
で
す
。
家
族
や
ご
本
人
が
、

窮
地
に
立
っ
た
と
き
、
本
当

に
力
に
な
っ
て
も
ら
え
る
の

か
。
知
ら
な
い
が
故
の
誤
解

や
感
情
的
な
不
快
感
を
隠
し

て
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
な

の
か
。

　

障
が
い
を
抱
え
る
ご
本
人

や
ご
家
族
が
孤
立
化
し
て
し

ま
う
状
況
を
打
破
し
て
い
く

こ
と
な
し
に
、
生
活
の
手
ご

た
え
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
精
神
保
健
福
祉
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

今
こ
こ
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
人
々
に
、
脈
々
と
生
き
る

当
事
者
の
姿
を
正
し
く
目
の

当
た
り
に
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
奮
闘

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　

（
小
幡
）



 

 
 



 

 
 


